
今国会で審議入りした年金改正法案は、
年金受給額の改定ルールを変更する「年金
カット法案」とも呼ぶべき内容です。

これまで年金受給額の増減は原則、物価
の動きに連動し、高齢者の生活の安定を図
ってきました。しかし、今回の改定は、賃
金が物価を下回った場合には賃金に合わ
せ、物価が上がっても賃金が下がれば賃金
に合わせて、年金額を削減するものです。

さらに、マクロ経済スライド（年金の伸
びを抑える仕組み）調整率が、物価・賃金
スライド率よりも大きく引ききれなかった
場合、翌年度以降に未調整分を持ち越すル
ールが追加されます。これらにより、賃金
や物価が上昇しても、年金額は長期にわた
り抑制が続きます。

年金額削減の徹底は、老齢基礎年金のみ

の人や低年金者ほど大きな影響を受け、生
活の基盤が脅かされます。また、現役世代
にとっても年金制度への不信感を募らせる
ものです。

北欧諸国は、年金の伸びを抑える仕組み
を最低保障年金制度とセットで導入し、高
齢者の生活を守っています。しかし、日本
の年金制度は最低保障機能が弱く、年金カ
ット法案はその機能をさらに弱めることに
なります。

まず、老齢基礎年金部分へのマクロ経済

スライドの適用をやめること。そして、無
年金や低年金の抜本的な解決のために、国
連社会権規約委員会から2度にわたり勧告
を受けている最低保障年金の創設に取り組
むべきです。
�社会保障制度の充実を求めて都内をデモ行進
（2016年全国高齢者集会・デモ、主催：日本退職者連合。
9月28日、東京・文京区）

社会新報（週刊）：購読料700円／月
月刊社会民主：購読料630円／月

お申し込みは近くの党事
務所または自治体議員、
社民党全国連合まで
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